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議
会
会
期
中
の
三
月
十
一
日
午
後
二

時
四
十
六
分
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
ま
し
た
。
八
月
七
日
現
在
、
死
者

一
五
六
〇
〇
人
以
上
、
い
ま
だ
行
方

不
明
四
八
〇
〇
人
以
上
と
い
う
こ
と
で

す
。
災
害
現
場
の
映
像
が
流
さ
れ
る
た

び
、
や
り
き
れ
な
い
思
い
と
あ
ま
り
の
惨
状
に
自
然
と
涙
が
出
て
く
る

も
の
で
し
た
。
今
日
本
国
民
が
皆
同
じ
気
持
ち
で
被
災
地
を
思
い
、
一

日
も
早
い
復
興
を
望
ん
で
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
同
じ
原
発
が
立
地
す
る
松
江

市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
津
波
対
策
は
、
島

根
原
子
力
発
電
所
で
は
※
Ｔ
Ｐ
五
・
六
ｍ
を
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
津
波
は
、十
四
ｍ
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
被
害
に
あ
っ

た
女
川
原
子
力
発
電
所
は
※

Ｏ
Ｐ
十
四
・
八
ｍ
と
高
い
位
置
に
あ
っ
た

こ
と
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
は
、
津
波
の
高
さ
が
Ｏ
Ｐ
七
・
五
ｍ

と
津
波
が
第
一
に
比
べ
低
か
っ
た
こ
と
と
、
海
水
ポ
ン
プ
や
非
常
用
電

源
装
置
に
被
害
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
国
電
力
に
は
、
津
波
対
策
・
地
震
対
策
と
も
万
全
を
期
し
て
い
た

だ
き
、
絶
対
に
想
定
外
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い
様
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
任
期
も
折
り
返
し
の
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
後
半
は
人
事
も

変
わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
Ｔ
Ｐ
（
東
京
湾
基
準
水
位
）　

Ｏ
Ｐ
（
小
名
浜
港
工
事
基
準
水
位
）

議
会
で
は
四
月
臨
時
会
を
開
き
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係

わ
る
支
援
経
費
と
し
て
被
災
地
へ
の
義
援
金
、
被
災
者
受
け
入
れ
住

宅
修
繕
費
、
被
災
者
支
援
金
、
市
民
か
ら
の
支
援
物
資
の
受
付
経
費
、

災
害
備
蓄
品
の
補
充
経
費
と
し
て
、
五
一
〇
五
万
円
を
可
決
し
支
援

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

思
い
を
ひ
と
つ
に

松
江
市
議
会
議
員　

森

脇

勇

人

一
一
三
億
四
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
が
中
心
に
な
り
、
県
や
市
が
級
長

し
て
取
り
組
み
成
果
が
出
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

速
や
か
な
事
業
執
行
に
努
め
年
度
内

の
完
了
、
事
業
効
果
が
早
期
に
表
れ
、

地
域
経
済
の
下
支
え
が
出
来
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
土
地
開
発
公
社
保
有
の
土
地

に
つ
い
て
、
総
じ
て
過
去
の

目
的
と
現
在
が
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が

出
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
見
直
し

は
都
度
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
本
来
の
活
用
目
的
が
消
失
し
、

活
用
の
目
途
が
立
っ
て
い
な

い
も
の
は
、
平
成
二
十
年
度
末
に
は

十
件
、
四
六
億
円
程
度
の
土
地
が
あ

っ
た
。
良
好
な
姿
で
は
な
い
た
め
、

二
十
一
年
に
は
三
件
五
億
二
千
万
円
、

二
十
二
年
に
は
一
件
一
億
五
千
万
円

分
の
土
地
を
取
得
し
す
る
と
と
も
に

民
間
へ
の
売
却
な
ど
も
い
た
し
た
い
。

現
在
残
り
は
、
六
件
三
九
億
三
千
万

円
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
活
用
計
画

を
作
成
し
適
宜
計
画
的
な
買
取
を
図

り
将
来
の
財
政
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

Ｑ
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、

今
回
の
保
険
料
の
引
き
上
げ

は
昨
年
と
同
じ
く
医
療
費
の
増
大
に

対
応
し
た
も
の
だ
が
、
医
療
費
の
抑

制
の
た
め
健
康
づ
く
り
な
ど
の
事
業

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
効
果
や
事

業
の
今
後
を
伺
う
。

Ａ
医
療
費
を
毎
年
二
％
削
減
す

る
目
標
を
立
て
健
康
づ
く
り

に
よ
る
医
療
費
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
や
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
検
診
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
み
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
国
保
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
関

心
が
非
常
に
高
い
の
で
が
ん
検
診
や

特
定
健
康
診
査
な
ど
組
み
合
わ
せ
検

診
事
業
を
充
実
さ
せ
た
い
。

Ｑ
そ
の
他
、
無
職
と
い
う
方
が

全
体
の
半
分
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
低
所
得
者
が
多
く
な
っ
た

た
め
会
計
が
困
窮
し
て
い
る
と
思
う

が
、
分
析
と
対
策
を
伺
う
。

Ａ
昭
和
三
十
五
年
当
時
は
国
保

加
入
者
の
九
五
％
が
有
職
者

だ
っ
た
が
、
現
在
は
年
金
生
活
者
な

ど
無
職
の
方
が
四
割
以
上
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
基
礎
控
除
後
の
所
得
の

な
い
世
帯
の
割
合
が
本
年
度
は
国
保

世
帯
の
四
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
高

齢
化
に
伴
い
被
保
険
者
一
人
当
た
り

の
医
療
費
も
急
増
し
て
お
り
、
こ
の

十
年
間
で
四
〇
％
近
く
増
加
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
平
成
十
六
年
度
以
降

赤
字
が
続
き
財
政
調
整
基
金
も
底
を

つ
く
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
状
況

が
制
度
設
計
時
の
状
況
か
ら
大
き
く

変
質
し
て
い
る
た
め
、
国
の
責
任
を

明
確
さ
れ
、
制
度
の
長
期
的
な
安
定

に
つ
な
が
る
改
革
が
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
た
い
。

企
業
会
計
に
つ
い
て

Ｑ
ガ
ス
局
に
つ
い
て
一
人
当
た

り
の
営
業
収
益
と
営
業
費
用

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
？

二
十
三
年
度
は
受
注
工
事
収
益
を
伸

び
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
そ
れ
に
伴

う
で
あ
ろ
う
機
器
販
売
収
益
を
減
額

で
計
上
し
て
い
る
の
は
矛
盾
し
て
い

な
い
か
。

Ａ
ガ
ス
局
の
一
人
当
た
り
の
営
業

収
益
は
、
五
一
、一
一
二
万
四
千

円
で
前
年
度
よ
り
四
一
六
万
一
千
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
営
業
費

用
は
横
ば
い
の
四
、五
八
六
万
九
千

円
と
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
努

力
を
行
い
単
年
度
黒
字
を
継
続
す
る

こ
と
で
一
日
も
早
い
民
営
化
に
つ
な

げ
た
い
。
機
器
販
売
に
つ
い
て
は
関

連
会
社
育
成
の
視
点
か
ら
そ
の
業
務

を
担
当
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
た
め
減

額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

Ｑ
自
動
車
運
送
事
業
に
つ
い
て
、

職
員
一
人
当
た
り
の
営
業
収

益
と
営
業
費
用
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
か
？　

貸
切
運
送
収
益
を
減

額
見
込
み
で
示
す
の
は
あ
ま
り
に
も

消
極
的
で
は
な
い
か
。
収
益
増
に
向

け
て
営
業
強
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
一
人
当
た
り
の
営
業
収
益

は
、
五
二
四
万
八
千
円
営
業

費
用
は
七
一
九
万
五
千
円
の
差
し
引

き
一
九
四
万
七
千
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
件
費
が
一
人
当
た
り

四
七
三
万
七
千
と
な
っ
て
お
り
営
業

収
益
で
賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今

後
も
営
業
収
益
の
増
に
努
め
更
な
る

営
業
費
用
の
減
少
を
図
り
た
い
。

貸
切
運
送
事
業
収
益
に
つ
い
て
は

原
子
力
発
電
所
三
号
機
建
設
に
伴
う

工
事
関
係
者
運
送
（
四
千
万
円
）
の

終
了
に
伴
い
減
少
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
原
発
輸
送
以
外

で
一
千
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
今
後

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
病
院
事
業
に
お
い
て
、
病
床

の
回
転
率
向
上
と
開
業
医
と

の
連
携
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
現
在
の
コ
ス
ト
意
識
や
経
営
改

善
意
識
の
向
上
な
ど
状
況
は
ど
う

か
。Ａ

病
床
の
利
用
率
を
確
保
し
新

規
入
院
患
者
の
確
保
は
至
上

命
題
と
思
っ
て
い
る
。
開
業
医
と

の
連
携
は
、
紹
介
患
者
の
割
合
が
、

二
十
年
度
は
三
二
・
七
％
だ
っ
た
が

現
時
点
で
は
四
一
・
九
％
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
開
業
医
の
先
生
方
と
意

見
交
換
も
予
定
し
て
お
り
一
層
の
診

療
連
携
に
取
り
組
み
た
い
。
コ
ス
ト

意
識
に
つ
い
て
は
、
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
が
実
施
す
る
病
院
機
能
評

価
を
本
年
七
月
に
受
審
す
る
こ
と
に

よ
り
運
営
の
効
率
性
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会

の
総
括
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

Ｑ
一
般
財
源
総
額
に
お
い
て
、

市
税
の
伸
び
に
よ
る
増
加
を

計
上
し
て
い
る
が
松
江
市
の
景
気
回

復
基
調
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
？

Ａ
松
江
財
務
事
務
所
の
県
内
景

気
分
析
、
内
閣
府
の
二
月
の
月

例
報
告
な
ど
を
参
考
に
し
て
市
税
を

増
額
計
上
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
楽

観
視
出
来
な
い
た
め
、
今
後
何
ら
か

の
手
当
て
が
必
要
と
も
思
っ
て
い
る
。

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
雇
用
奨
励
金
の
支
給
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
事
業
な
ど
雇
用
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
特
段
の
注

意
を
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
二
十
二
年
度
の
事
業
繰
越
分

と
あ
わ
せ
る
と
普
通
建
設
事

業
費
も
通
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と

認
識
す
る
が
、
本
来
事
業
繰
越
額
が

こ
の
よ
う
に
多
い
の
は
正
常
か
？　

緊
急
経
済
対
策
の
緊
急
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
繰
越
は
極
力
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
国
の
公
布
決

定
の
関
係
で
年
度
末
に
予
算
措
置

す
る
こ
と
か
ら
繰
越
が
多
く
な
り

ま
す
。
二
十
三
年
度
は
約
一
七
億
円

の
繰
越
と
な
っ
て
お
り
二
十
三
年

度
の
実
質
的
な
普
通
建
設
事
業
は



中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

尾
道
〜
三
次
〜
松
江
に
至
る
延
長
一
三

七
㎞
の
高
速
自
動
車
道
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
松
江
〜
三
次

ま
で
が
開
通
し
、
二
十
六
年
度
に
は
全
線

が
暫
定
供
用
の
予
定
で
す
。
全
線
供
用
さ

れ
ま
す
と
、
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
と
一

体
と
な
り
山
陰
〜
山
陽
〜
四
国
の
連
携
強

化
と
沿
線
の
社
会
経
済
や
生
活
文
化
の
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

﹇
進
捗
状
況
﹈

蘆 

平
成
二
十
二
年
十
一
月　

尾
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ

〜
世
羅
Ｉ
Ｃ
間
供
用
（
暫
定
）

蘆 

平
成
二
十
三
年
度　

吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
〜

三
刀
屋
木
次
Ｉ
Ｃ
間
供
用
（
暫
定
）
予

定

蘆 

平
成
二
十
五
年
度　

三
次
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ

Ｃ
〜
吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
間
供
用
（
暫
定
）

予
定

蘆 

平
成
二
十
五
年
度　

吉
舎
Ｉ
Ｃ
〜
三
次

Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間
供
用
（
暫
定
）
予
定

蘆 

平
成
二
十
六
年
度　

世
羅
Ｉ
Ｃ
〜
吉
舎

Ｉ
Ｃ
間
供
用
（
暫
定
）
予
定
｛
前
線
供

用
（
暫
定
）｝

境
港
出
雲
道
路

出
雲
Ｉ
Ｃ
〜
境
水
道
大
橋
ま
で
の
延
長

七
〇
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。
こ
の

一
部
と
し
て
松
江
だ
ん
だ
ん
道
路
（
松
江

第
五
大
橋
道
路
）
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
上
図
）

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

（
松
江
第
五
大
橋
道
路
）

平
成
二
十
四
年
度
完
成
予
定
で
、
山
陰

道
と
国
道
四
三
一
号
を
結
ぶ
松
江
市
街
地

の
環
状
道
路
と
し
て
機
能
す
る
、
Ｌ
＝

五
・
二
㎞
の
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名
称
決
定
。

関
連
道
路

都
市
計
画
道
路
東
津
田
中
央
線
が
三
月

二
十
三
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

一
般
県
道
本
庄
福
富
線
（
西
尾
Ｉ
Ｃ
ア

ク
セ
ス
道
路
Ｌ
＝
一
・
六
㎞
）

平
成
十
六
年
度
か
ら
整
備
し
て
い
た
西

尾
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
路
が
三
月
二
十
三
日

に
開
通
し
ま
し
た
。

▼ 

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路
高
架
下
等
利
用
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

一
般
国
道
四
三
一
号
川
津
バ
イ
パ
ス

地
権
者
交
渉
が
二
十
年
以
上
前
か
ら
の

懸
案
で
し
た
が
、
二
年
前
か
ら
地
権
者
で

あ
る
企
業
に
私
が
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
地
権
者
交
渉
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
地
権
者
企
業
の
ご
理
解
を
得
て
交

渉
に
合
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
津

バ
イ
パ
ス
坂
本
工
区
も
い
よ
い
よ
着
工
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▼ 

松
江
鹿
島
美
保
関
線
瀬
崎
工
区

本
年
度
は
野
井
〜
笠
浦
間
の
用
地
買
収

と
一
部
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼ 

美
保
関
町
の
状
況

松
江
鹿
島
美
保
関
線
（
片
江
工
区
）
二

十
三
年
内
示　

九
四
〇
〇
万
円

昨
年
か
ら
の
道
路
工
と
、
地
権
者
交
渉

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
浦
工
区　

二
十
三
年
内
示
一
九
〇
〇

万
円昨

年
同
僚
議
員
と
共
に
、
地
権
者
交
渉

を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
理

解
を
得
て
同
意
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
江
市
を
取
り
巻
く
道
路
環
境



松江市長との懇談の様子

本
年
度
は
、
用
地
補
償
と
一
部
道
路
改

良
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
松
江
市
事
業

で
河
川
改
良
の
設
計
予
算
が
一
〇
〇
〇
万

円
、
そ
の
中
で
河
川
改
修
に
お
け
る
用
地

が
選
定
さ
れ
交
渉
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
来
年
度
以
降
工
事
予
算
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

河
川
改
修
事
業
に
お
い
て
は
、
過
疎
債

が
使
え
な
い
こ
と
が
分
か
り
同
僚
議
員
と

共
に
青
木
参
議
院
議
員
に
ご
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
合
併
特
例
債
を
利
用
し
た
事
業
が

予
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

松
江
鹿
島
美
保
関
線　

惣
津
地
区
工
事

（
県
）
平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
で

四
〇
〇
〇
万
円　

測
量
設
計
・
道
路
工

（
県
）
境
美
保
関
線
（
海
崎
）
二
十
三

年
度
内
示
四
一
〇
〇
万
円　

道
路
工
・
舗

装
・
Ｌ
＝
八
〇
ｍ

か
ね
て
か
ら
越
波
に
よ
る
対
策
が
要
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
福
浦
地
区
の
旧
南
中
前

（
二
〇
〇
Ｍ
）
と
玉
井
斎
場
前
（
一
五
〇

Ｍ
）
の
対
策
工
事
に
平
成
二
十
二
年
度
補

正
で
約
六
九
〇
〇
万
円
・
二
十
三
年
度
内

示
で
六
五
七
〇
万
円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
道
路
幅
を
三
ｍ
拡
幅
す
る

工
事
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
し
た
男
鹿
の
公

有
水
面
埋
立
地
に
お
け
る
道
路
の
直
線
化

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
は
様
々

な
弊
害
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

万
原
橋　

改
良　

二
十
三
年
度
内
示
三

〇
〇
〇
万
円

林
道
に
つ
い
て
は
二
十
二
年
度
補
正
で

開
設
延
長
一
九
四
ｍ
・
二
十
三
年
度
当
初

で
一
〇
〇
ｍ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
拠
点
と
も
な
る
し
諸
機
能
は
当
面
維

持
し
公
民
館
と
は
施
設
や
機
能
、
体
制

面
で
連
携
と
複
合
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
旧
松
江
市
の
郊
外
周
辺
地
域
の
公

民
館
に
つ
い
て
は
、
旧
町
村
部
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
機
能
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6 

．
支
所
と
公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
外
部
検
討
委
員
会
を
設
け
今
年
度

中
方
針
を
具
体
化
し
た
い
。

7 

．
中
海
市
長
会
と
宍
道
湖
沿
岸
首
長
会

議
の
連
携
に
取
り
組
み
た
い
。

8  

．
安
心
・
安
全
の
視
点
で
の
町
づ
く
り

を
最
優
先
と
し
後
期
基
本
計
画
で
Ｌ
Ｒ

Ｔ
事
業
は
具
体
化
し
な
い
。

蘆 

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
1
1
1
へ
の

対
応
に
つ
い
て

7
．
企
業
立
地
と
雇
用
促
進

蘆 

震
災
に
よ
る
企
業
拠
点
の
分
散
化
、

松
江
市
の
企
業
立
地
、
雇
用
促
進
は

8
． 

既
存
ブ
ラ
ン
ド
・
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

開
発
と
地
域
振
興

蘆 

新
旧
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
松
江
市
関
連

施
設
で
の
販
売
は

蘆 

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
開
発
で
、
松
江
市

が
わ
か
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
販
売
展
開

し
て
は

蘆 

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
Ｊ
Ｆ
・
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
て
開
発
・
流
通
を
セ
ッ

ト
で
取
り
組
ん
で

蘆 

Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
を
支
援
し
て
産
業
育
成
・

雇
用
拡
大
・
定
住
促
進
に
結
び
付
け

て

六
月
定
例
会
の
冒
頭
、
松
浦
市
長
か
ら
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事
故
を
契
機
に
改
め
た
今
後
の

主
要
施
策
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

 　

総
合
体
育
館
を
中
心
部
の
避
難
拠
点

と
し
て
の
役
割
と
機
能
を
、
構
想
に
盛

り
込
み
早
期
完
成
を
目
指
し
た
い
。

2
．
原
発
災
害
の
備
え　
　

 　

古
浦
西
長
江
線
は
避
難
道
路
と
し
て

早
期
完
成
を
目
指
し
た
い
。
道
路
橋
梁

な
ど
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
早
期

実
施
や
再
点
検
な
ど
検
討
を
進
め
た

い
。

3 

．
子
育
て
・
教
育
・
雇
用
・
高
齢
者
・

障
害
者
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
な
ど
安

心
と
住
み
や
す
さ
を
実
感
い
た
だ
け
る

よ
う
事
業
の
見
直
し
や
検
討
を
お
こ
な

い
た
い
。

4 

．
法
吉
モ
デ
ル
を
参
考
に
万
一
の
災
害

は
も
と
よ
り
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
支

援
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
た
い
。
そ
の
時
は
市
職
員
も
各
地
域

に
出
向
き
自
ら
汗
を
か
き
地
域
と
一
緒

に
広
げ
た
い
と
思
う
。

5 

．
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
防

１
．
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

蘆 

庁
舎
・
学
校
・
支
所
・
公
民
館
な
ど

避
難
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て

蘆 

水
道
・
ガ
ス
・
電
気
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
対
す
る
対
策
と
対
応
は
万
全

か
蘆 

大
規
模
災
害
時
に
避
難
路
に
な
る
で

あ
ろ
う
松
江
大
橋
、
境
水
道
大
橋
な

ど
の
橋
の
耐
震
は
大
丈
夫
か

蘆 

港
湾
・
漁
港
の
津
波
に
対
す
る
強
度

は
、
ま
た
防
波
堤
・
堤
防
の
耐
震
化

は
蘆 

大
橋
川
改
修
工
事
で
、
津
波
対
策
は

で
き
て
い
る
か

蘆 

災
害
時
の
避
難
誘
導
な
ど
横
の
連
絡

や
避
難
指
示
の
対
応
は

蘆 

大
規
模
災
害
時
に
「
想
定
外
」
が
な

い
よ
う
災
害
対
策
・
安
全
対
策
の
計

画
を

2
． 

震
災
後
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

蘆 

震
災
発
生
後
の
地
元
経
済
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
特
に
観
光
業
へ
の
今
後

の
影
響
は

蘆 

住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
公
共

事
業
予
算
の
大
幅
増
額
は

3
． 

大
橋
川
改
修
事
業
に
つ
い
て

4
．
特
例
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て

蘆 

特
例
市
移
行
に
と
も
な
い
権
限
委
譲

と
と
も
に
財
源
委
譲
も
き
ち
ん
と
あ

る
の
か

蘆 

権
限
委
譲
に
伴
う
職
員
の
増
員

は
あ
る
か

5
． 

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

蘆 

公
民
館
単
位
の
災
害
訓
練
な
ど

災
害
対
応
に
つ
い
て

蘆 

自
治
会
や
消
防
団
な
ど
の
役
割

分
担
に
つ
い
て

蘆 

安
否
確
認
な
ど
の
平
素
か
ら
の

シ
ス
テ
ム
構
築
の
必
要
性

蘆 

先
般
の
雪
害
、
対
応
困
難
な
地

域
も
あ
っ
た
、
自
治
会
へ
の
補

助
制
度
の
充
実
は

6 
．
暮
ら
し
の
向
上
に
つ
い
て

蘆 
今
後
の
子
育
て
支
援
の
充
実
策

は
蘆 

松
江
市
ら
し
い
健
康
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
は

六
月
議
会
一
般
質
問
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安心安全なまちづくり

大橋川改修関連市街地整備調査事業 ………………………………1,043万4千円
（仮称）東分署整備事業 …………………………………………………1,456万2千円
（総事業費1億9,936万2千円、H24：1億8,480万円）

高機能消防指令センター整備事業 ………………………………………849万5千円
屋外スピーカ整備事業（継） ……………………………………… 2億9,823万2千円
市道整備事業 ……………………………………………………………… 5億2000万円
地域ネットワーク道路整備事業 ……………………………… 11億5,160万4千円
（主要道路、連携道路を国庫補助や合併特例債、過疎債などの財源活用したもの）

河川・排水路改良工事 …………………………………………………………9,000万円

「暮らし」の質向上

保育所施設整備補助金（170名、3年間で785名拡充） ……………2億9,600万円
幼稚園保育所施設整備（ 3箇所） ………………………………… 4億1,246万9千円
保育所・幼稚園の第 3子保育料の無料化 …………………… 1億5,425万1千円
病児・病後児保育事業 ……………………………………………………5,831万9千円
乳幼児等医療費助成 ………………………………………………… 5億9,658万2千円
子ども手当て ……………………………………………………… 38億6,734万8千円
発達・教育相談支援センター事業 ……………………………………3,983万7千円
小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示事業 ………………677万7千円
美保関歴史体験資料館移設事業 ………………………………………3,984万3千円
小中学校整備事業 ………………………………………………… 17億1,540万5千円
学校空調整備事業 ………………………………………………………………2,520万円
郊外団地定住促進事業・子育て世代定住促進事業 …………………1,200万円
戸建賃貸住宅改修支援事業 ……………………………………………………490万円

若者の活力を町に広げる

水辺の芸術祭事業補助金 ………………………………………………………560万円
青年会議開催事業 …………………………………………………………… 74万1千円
日本女性会議開催事業 ………………………………………………………664万1千円
公民館整備事業 ………………………………………………………… 4億744万1千円
（大庭公民館・津田公民館は建替え、八雲公民館をアルバホールに増築移転）

高齢者が安心して暮らせる

買物ビジネス参入支援事業 ………………………………………………254万2千円
介護予防事業 ………………………………………………………………6,562万6千円
介護基盤緊急整備事業 ……………………………………………… 4億2,285万8千円
（通所施設 4箇所・入居施設　認知対応型グループホーム6箇所）

高齢者バス割引乗車事業 ………………………………………………6,424万6千円
（70歳以上の高齢者に対し100円の割引・市営バス・日の丸バス・一畑バス）

障害者が生き生きと暮らせる

障害者サポートステーション事業 ………………………………………685万1千円
（相談受付業務を集約し、松江市総合福祉センター3 Fに設置）

障害者インターンシップ事業 ………………………………………………1,100万円
（障害者の短期職場実習を実施する企業に雇用奨励金を支給するもの）

路線バス優待事業 …………………………………………………………9,415万1千円
（障害者・原爆被爆者の外出支援のためバス運賃の本人負担額の全部を助成するもの）

健康づくり

健康づくり支援事業 …………………………………………………………245万1千円
健康なまちづくり支援事業 ………………………………………………207万9千円
がん検診事業（女性特有のがん検診を含む） …………………… 2億1,283万8千円
がん診療機能の充実 ……………………………………………………………1,100万円
予防接種事業（子宮頸がん予防ワクチン等含む） ………………………4億679万円

松江市総合体育館の建設

新体育館建設基本構想策定事業 ………………………………………… 88万6千円
島根スサノオマジック支援事業 ………………………………………………100万円

公共交通の利用促進

公共交通利用事業促進事業 ……………………………………………………400万円

交通社会実験事業 ………………………………………………………………1,522万円
交通まちづくり市民共同事業 …………………………………………………504万円
自動車運送事業 ……………………………………………………… 9億6,007万8千円

企業立地と雇用対策

企業立地支援事業 …………………………………………………… 1億5,583万3千円
（電気料金の半額から最大無料の制度を行い雇用の創出を図るもの。H23公付見込み132社）

企業立地奨励補助金 ………………………………………………………6,148万6千円
（立地奨励9社・用地取得助成2社・雇用促進奨励2社の予定）

新卒未就職者スキルアップ事業 ……………………………………………6,000万円
雇用奨励金支給事業 ……………………………………………………………4,000万円
（学校新卒者を新規雇用した市内中小企業に雇用奨励金を支給するもの。雇用1人
につき10万円。上限 2人20万円。）

緊急雇用創出事業 …………………………………………………… 1億9,151万9千円
（雇用機会の創出を図るため短期雇用を行うもの。「6ヶ月以内を1人として160人」）

資金繰り安定化対応資金信用保証量補給金等 ……………………5,068万2千円

既存ブランドの一層のPRと産業振興
　　　　新たなブランド開発と地域振興

松江大根島牡丹振興対策事業 …………………………………………1,206万7千円
ルビーシティ松江プロジェクト ………………………………………1,263万8千円
地域ブランド産地育成事業 ……………………………………………2,942万7千円
水産物ブランド確立事業 ………………………………………………1,303万5千円
港湾・漁港高度利用促進事業 …………………………………………3億2,020万円
農商工連携事業 ………………………………………………………………667万4千円
中心市街地での地域特産品販売支援事業 ………………………………… 91万円
新製品新技術開発補助金 ………………………………………………………900万円

松江開府400年記念事業・観光地の魅力UP

松江開府400年祭推進協議会負担金 …………………………… 1億4,986万9千円
松江城国宝化推進事業 ……………………………………………………5,027万1千円
（松江城の調査研究・市民運動の支援・懸賞金制度・耐震化診断・保存活用計画策定）

松江歴史館事業 ……………………………………………………………4,335万4千円
ホーラエンヤ記念館整備事業 …………………………………… 1億6,958万8千円
歴史文化まちづくり事業（床几山周辺整備・明々庵整備） ………3,584万6千円
興雲閣解体修理事業 …………………………………………………………479万8千円
インバウンド観光推進事業（韓国語・中国語対応職員雇用） ……1,352万9千円

水郷・松江の水と緑にこだわった取り組み

宍道湖水質改善研究事業 …………………………………………………396万4千円
屋外運動場芝生化事業 …………………………………………………………4,161万円
（23年度予定　島根小・大野小・忌部小・来待小・八雲小・秋鹿小）

商店街振興補助金（新大橋商店街アーケード建替え） …………………4,500万円
屋上・壁面緑化推進事業 ………………………………………………………230万円
駐車場緑化事業 ……………………………………………………………………350万円
桧山公園整備事業 …………………………………………………………2,993万7千円
太陽光発電導入促進事業補助金 ………………………………………3,796万7千円
（住 宅 用　出力 1 kw当たり 4 万 8 千円・上限  3kw 14万4千円・250件）
（事業所用　出力 1 kw当たり 4 万 8 千円・上限20kw 96万円・ 2 件）

エコクリーン松江管理運営費 …………………………………… 8億2,854万2千円

平成の開府元年まちづくり

平成の開府元年まちづくり構想事業 ………………………………………700万円
松江市・東出雲町合併記念式典事業 …………………………………398万5千円

その他

上水道施設改良事業 ……………………………………………… 15億7,572万7千円
簡易水道建設改良事業 ……………………………………………… 9億4,751万8千円
下水道建設改良事業 ……………………………………………… 13億3,397万5千円
集落排水建設改良事業 ………………………………………………………1億285万円
都市ガス経年管対策事業 ………………………………………… 1億2,760万6千円
松江駅前地下駐車場事業 ……………………………………………………2,200万円

平成23年度当初予算について

平成23年度一般会計予算は、総額924億8,600万円となり前年度予算に比べ6.3％62億6,500万円の減となりました。これは主に新ゴミ施設や、
歴史館などの大規模事業の終了によるものです。また緊急経済対策事業の終了により普通建設事業が大幅に減ったことによるものです。
歳入では、市税において景気が持ち直しつつあるため個人市民税、法人市民税など3.9％の増加を見込み約262億7千万円、地方交付税は地方財

政計画に沿って積算され0.4％増の約221億2600万円、国庫支出金は電源立地対策交付金や補助金が、歴史館整備事業や新ゴミ処理施設建設事業
の終了に伴い19.5％減少し約130億8700万円、市債は新ゴミ処理施設建設事業、宍道幼保園整備事業、地方交付税の振替えである臨時財政対策
債の減少により46.6％減の約84億円、地方特例交付金は児童手当の拡充分などの減額により19.2％減少し2億8423万6千円となりました。
歳出においては、子ども手当て・生活保護費・私立保育所運営費などの増加により12.4％増の約192億2300万円、投資的経費である普通建設
事業費は、22年度約207億5千万円でしたが、23年度は53.4％減の約96億7千万円となり110億円余りの削減となりました。

平成23年度当初予算主な事業の概要


